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結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
の
規
制

H

わ
が
国
の
現
行
商
法
に
は
、
支
配
・
従
属
関
係
に
あ
る
会
社
に
関
す
る
規
定
（
商
法
二
七
四
条
ノ
三
）
は
あ
る
も
の
の
、
西
ド
イ
ツ
の

株
式
法
の
よ
う
な
企
業
結
合
そ
の
も
の
を
規
制
す
る
た
め
の
特
別
の
規
定
は
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
、
昭
和
四
九
年
の
商
法
改
正
後
に
着

は

じ

め

に

は

じ

め

に

一
結
合
企
業
閲
の
取
引
行
為
に
お
け
る
取
引
価
格

日

総

説

⇔
経
営
経
済
学
の
対
応

回
税
法
の
対
応

祠
株
式
法
の
対
応
（
以
上
本
号
）

二
出
資
払
戻
禁
止
の
原
則
と
現
行
商
法

日

総

説

⇔
出
資
払
戻
禁
止
の
原
則

曰
現
行
商
法
と
の
関
係

む

す

び

結
合
企
業
閻
の
取
引
行
為
の
規
制
〗

大

一
四
七

和

（
一
四
七
）

正

史



第
一
・
六
「
株
主
の
権
利
の
行
使
に
関
す
る
利
益
供
与
の
禁
止
」
に
該
当
す
る
ー
ー
｀
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
西
ド
イ
ッ
株

式
法
五
七
条
の
「
出
資
の
払
戻
禁
止
」
規
定
、
と
り
わ
け
「
隠
れ
た
利
益
配
当

(
v
e
r
d
e
c
k
t
e
G
e
w
i
n
n
a
u
s
s
c
h
i
i
t
t
u
n
g
)
」
の
問
題
を
中

(
3
)
 

心
に
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
出
資
の
払
戻
禁
止
」
の
原
則
は
わ
が
国
に
お
い
て
も
成
立
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
企
業
結
合
の
規
制
、

と
く
に
結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
を
規
制
す
る
有
効
な
手
段
に
な
る
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

(
4
)
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
出
資
払
戻
禁
止
の
原
則
'
|
ー
あ
る
い
は
、
出
資
返
還
禁
止
原
則
ー
ー
は
、
従
来
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
当
然
に
適
用

(
5
)
 

さ
れ
る
原
則
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
江
頭
助
教
授
は
、
最
近
の
論
文
で
反
対
の
見
解
を
表
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て

は
、
あ
ま
り
詳
し
く
論
じ
て
お
ら
れ
な
い
が
、
西
ド
イ
ッ
株
式
法
五
七
条
は
わ
が
国
の
商
法
二
九

0
条
と
ま
っ
た
く
機
能
を
異
に
し
て
い

(
6
)
 

る
こ
と
、
ま
た
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
さ
え
何
を
「
違
法
な
出
資
の
返
還
」
の
範
囲
に
含
む
と
解
す
る
か
に
つ
き
、
株
式
法
五
七
条
・
六

二
条
と
有
限
会
社
法
三

0
条
・
三
一
条
と
で
は
解
釈
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
西
ド
イ
ッ
株
式
法
五
七
条
・
六
二
条
が
い
か
な
る

(
7
)
 

法
制
度
の
も
と
で
も
妥
当
す
る
『
不
文
の
原
則
』
を
示
し
た
も
の
な
ど
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
以
前
、

手
さ
れ
た
会
社
法
全
面
改
正
作
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
発
端
と
な
る
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
の
意
見
照
会
の
項
目
の
な
か
に
企
業
結
合

(
1
)
 

問
題
に
関
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
企
業
結
合
関
係
の
諸
規
定
の
整
備
が
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
状

(
2
)
 

勢
の
変
化
か
ら
、
株
式
制
度
、
会
社
機
関
お
よ
び
会
社
の
計
算
・
公
開
に
関
す
る
部
分
だ
け
が
分
離
し
て
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本

年
一
月
に
は
法
制
審
議
会
総
会
決
定
の
「
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
」
が
法
務
大
臣
に
答
申
さ
れ
て
い
る
。

結
局
、

わ
が
国
に
お
け
る
企
業
結
合
に
関
す
る
商
法
上
の
規
定
の
整
備
は
、
当
分
の
間
見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

本
稿
で
は
、
現
行
商
法
の
枠
内
で
企
業
結
合
の
問
題
を
規
制
す
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

関
法

第
三
一
巻
第
一
号

「
株
式
会
社
の
機
関
に
関
す
る
改
正
試
案
」
の
第
一
・
ニ
8

「
利
益
の
供
与
の
禁
止
」
ー
~
前
記
の
法
律
案
要
綱
で
は
、

一
四
八

（
一
四
八
）



、。'> 

結
合
企
業
問
の
取
引
行
為
の
規
制

H

用
上
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
四
九

筆
者
も
、
西
ド
イ
ッ
株
式
法
五
七
条
・
六
二
条
の
解
釈
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
わ
が
国
に
も
妥
当
す
る
と
は
考
え
な
い
が
、
出
資
払
戻
禁
止

の
原
則
そ
の
も
の
は
、

企
業
間
の
取
引
行
為
、

や
は
り
わ
が
国
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、

ま
ず
結
合

と
く
に
取
引
価
格
の
問
題
に
つ
い
て
、
西
ド
イ
ツ
の
経
営
経
済
学
、
税
法
お
よ
び
株
式
法
の
各
分
野
で
ど
の
よ
う

な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
概
観
し
、
次
に
、
出
資
払
戻
禁
止
の
原
則
が
わ
が
国
に
お
い
て
も
成
立
し
う
る
可
能
性
、
お
よ
び
そ
の
適

な
お
、
結
合
企
業
と
い
う
概
念
は
、
そ
れ
自
体
が
多
義
性
、
相
対
性
を
持
っ
た
概
念
で
あ
り
、
分
類
の
基
準
と
し
て
も
、
資
本
参
加
に

(
8
)
 

よ
る
結
合
、
契
約
を
通
し
て
の
結
合
、
役
員
の
兼
任
・
派
遣
に
よ
る
人
的
な
結
合
関
係
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
出
資
払
戻
禁

止
の
原
則
は
、
出
資
、
す
な
わ
ち
資
本
参
加
を
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
出
資
比
率
等
に
つ
い
て
取

り
立
て
て
問
題
に
す
る
こ
と
な
く
、
あ
る
程
度
の
影
響
力
を
有
す
る
資
本
参
加
が
あ
れ
ば
結
合
企
業
に
該
当
す
る
と
考
え
る
こ
と
に
し
た

(
1
)

昭
和
五

0
年
六
月
二

0
日
付
の
「
会
社
法
改
正
に
関
す
る
問
題
点
」
と
題
す
る
意
見
照
会
の
第
六
は
、
企
業
結
合
・
合
併
・
分
割
に
つ
い
て
、

一
、
企
業
結
合
に
関
し
、
．
株
式
の
相
互
保
有
の
制
限
、
連
結
決
算
制
度
の
導
入
の
ほ
か
に
、
検
討
す
べ
き
問
題
が
あ
る
か
、
二
、
会
社
の
合
併
に

つ
い
て
、
改
め
る
べ
き
点
が
あ
る
か
、
三
、
会
社
の
分
割
に
つ
い
て
、
規
定
を
設
け
る
べ
き
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
に
つ
い

て
は
、
ド
イ
ッ
法
の
よ
う
な
詳
細
な
規
定
で
は
な
い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
従
属
会
社
の
少
数
株
主
あ
る
い
は
債
権
者
の
保
護
の
必
要
性
が

考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
会
社
法
根
本
改
正
の
論
点
ー
昭
和
五

0
年
法
務
省
照
会
事
項
を
中
心
に
ー
』
（
昭
和
五
一
年
）
九
六
頁
、

清
水
氏
発
言
参
照
。

(
2
)
会
社
法
根
本
改
正
の
背
景
か
ら
改
正
試
案
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
河
本
一
郎
「
会
社
法
の
改
正
|
—
根
本
改
正
の
背
景
と
試
案
の

内
容
ー
」
（
『
現
代
の
企
業
』
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
、
昭
和
五
五
年
）
二
頁
以
下
、
等
を
参
照
。

(
3
)
拙
稿
「
会
社
•
株
主
間
の
取
引
の
規
制
ー
ー
隠
れ
た
利
益
配
当
を
手
が
か
り
に
し
て
＇
~
」
六
甲
台
論
集
二
六
巻
四
号
二
四
頁
以
下
。

（
一
四
九
）



a
 
企
業
会
計
制
度
上
の
最
小
の
組
織
単
位
と
し
て
の
原
価
部
門

あ
る
企
業
の
内
部
の
部
門
問
や
結
合
企
業
間
で
な
さ
れ
る
諸
給
付
に
付
さ
れ
る
取
引
価
格
は
、
独
立
企
業
間
で
の
取
引
価
格
と
区
別
し

て
、
と
く
に
内
部
振
替
価
格
(
i
n
t
r
a
c
o
m
p
a
n
y
transfer 
p
r
i
c
e
)
と
か
あ
る
い
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
清
算
価
格
(
K
o
n
z
e
r
n
v
e
r
r
e
c
h
n
u
n
g
s
,

(
1
)
 

p
r
e
i
s
e
)
な
ど
と
称
さ
れ
る
。
近
時
で
は
、
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
国
際
振
替
価
格
の
問
題
も
い
ろ
い
ろ
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、

(
2
)
 

こ
う
し
た
振
替
価
格
あ
る
い
は
清
算
価
格
の
計
算
の
主
体
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
に
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

H
総
説

結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
に
お
け
る
取
引
価
格

(
4
)
^
^
K
e
i
n
e
 Riickgewiihr der Einlagen "
は
「
出
資
（
の
）
返
還
禁
止
」
と
「
出
資
（
の
）
払
戻
禁
止
」
の
二
種
類
の
訳
語
が
見
ら
れ
る
が
、

本
稿
で
は
、
河
本
一
郎
「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
企
業
活
動
の
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
総
会
屋
に
対
す
る
支
出
に
関
連
し
て
ー
」
（
『
末
川

先
生
追
悼
論
集
・
法
と
権
利
（
二
）
』
昭
和
五
二
年
）
四
一
五
頁
以
下
に
習
い
、
原
則
と
し
て
後
者
を
用
い
る
。

(
5
)

大
隅
健
一
郎
・
八
木
弘
『
独
逸
商
法
皿
株
式
法
』
（
昭
和
一
＿
―
-
年
）
一
四
四
頁
、
河
本
、
前
掲
（
注
④
）
四
ニ
ー
頁
、
田
代
有
嗣
『
新
版
親
子

会
社
の
法
律
』
（
昭
和
五
十
四
年
）
四

0
二
頁
以
下
、
田
中
誠
二
「
子
会
社
の
債
権
者
保
護
の
法
理
」
（
『
結
合
企
業
法
の
研
究
』
金
融
・
商
事
判

例
五
五
四
号
、
昭
和
五
五
年
）
二

0
頁
、
長
浜
洋
一
「
会
社
と
株
主
と
の
取
引
株
主
の
責
任
追
及
ー
」
（
『
株
主
権
の
法
理
』
（
昭
和
五
五

年
）
所
収
）
一
八
八
頁
以
下
参
照
。

(
6
)

江
頭
憲
治
郎
「
法
人
格
否
認
論
の
形
成
と
そ
の
法
構
造
」
法
学
協
会
雑
誌
九

0
巻
五
号
七
九
五
頁
。

(
7
)

江
頭
憲
治
郎
「
会
社
の
支
配
・
従
属
関
係
と
従
属
会
社
少
数
株
主
の
保
護
ア
メ
リ
カ
法
を
中
心
と
し
て
ー
」
法
学
協
会
雑
誌
九
七
巻
二

号
一
四
九
頁
。

(
8
)

福
岡
博
之
「
結
合
企
業
の
概
念
お
よ
び
種
類
」

関
法
第
三
一
巻
第
一
号

（
『
結
合
企
業
法
の
研
究
』
金
融
・
商
事
判
例
五
五
四
号
、
昭
和
五
五
年
）
五
頁
以
下
参
照
。

一五

0

（
一
五

0
)



そ
れ
ぞ
れ
の
結
合
企
業
に
は
、
支
配
企
業
以
外
の
株
主
お
よ
び
会
社
債
権
者
ら
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
利
害
関
係
人
が
、

当
な
取
引
価
格
に
よ
っ
て
損
害
を
被
る
と
い
う
事
態
は
、
回
避
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
1
)

菊
地
元
一
「
多
国
籍
企
業
と
独
占
禁
止
法
」
青
山
法
学
論
集
一
八
巻
四
号
一
頁
以
下
、
関
西
大
学
経
済
・
政
治
研
究
所
多
国
籍
企
業
研
究
班

（
竹
本
正
幸
他
）
『
多
国
籍
企
業
の
研
究
ー
~
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
中
心
に
|
_
』
（
昭
和
五
五
年
）
等
参
照
。

(
2
)
V
g
l
•
H
昏

n
"
H日
1
d
e
l
s
,
u
n
d

steuerrechtliche 
Zuliissigkeit 
v
o
n
 K
o
n
z
e
r
n
v
e
r
r
e
c
h
n
u
n
g
s
p
r
e
i
s
e
n
,
 
B
F
u
P
 1
9
6
5
,
 
S
.
 3
4
2
 f.
 ;
 

Bre, 

結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
の
規
制

H

し
て
不
当
な
も
の
に
な
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

本
稿
で
対
象
と
す
る
の
は
、
直
接
的
に
は
C

の
各
企
業
間
の
取
引
価
格
で
あ
る
が
、
経
営
経
済
学
の
研
究
対
象
と
し
て
は
、

と
b
の
各
部
門
間
で
の
い
わ
ゆ
る
内
部
振
替
価
格
の
問
題
に
関
心
が
集
中
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

個
々
の
結
合
企
業
が
自
己
の
収
益
計
画
に
基
づ
い
て
、
独
立
し
て
取
引
価
格
を
決
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
え
て
そ
の
取
引
価
格
を
問

題
に
す
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
支
配
企
業
の
経
営
政
策
の
下
で
、
各
結
合
企
業
が

a
、
b
の
よ
う
な
一
部
門
と
し
て
支
配
企
業
に
組

み
込
ま
れ
る
場
合
、
事
情
が
異
な
っ
て
く
る
。
こ
の
場
合
の
取
引
価
格
は
、

定
の
目
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
「
価
値
の
表
示
」
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
、
各
部
門
別
の
原
価
計
算
に
よ
っ
て
製
品
別
原

価
計
算
を
よ
り
正
確
に
実
施
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
、
あ
る
製
品
の
原
価
引
下
げ
を
企
図
し
て
原
価
管
理
を
有
効
か
つ
適
切
に
実
行
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、

一
定
の
価
格
が
設
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
‘
し
た
が
っ
て
、

(

3

)

 

的
に
応
じ
て
選
択
的
に
価
格
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
選
択
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
独
立
企
業
間
の
取
引
価
格
と

c
 
法
的
に
独
立
し
て
い
る
個
々
の
結
合
企
業

b
 

一五

組
織
的
、
技
術
的
、
さ
ら
に
広
く
空
間
的
に
そ
れ
自
体
で
完
結
し
て
い
る
事
業
部
（
門
）

（
一
五
一
）

い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
価
格
の
な
か
か
ら
、
あ
る
目

「
価
格
」
そ
の
も
の
が
本
来
的
に
重
要
な
の
で
は
な
く
、

と
く
に

a不



C 

管
理
目
的

b

指
揮
目
的

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
、

a
 
計
画
目
的

る
か
を
概
観
し
て
み
た
い
。

⇔
 

第
三
一
巻
第
一
号

（
一
五
二
）

z
i
n
g
,
K
o
n
z
e
r
n
v
e
r
r
e
c
h
n
u
n
g
s
p
r
e
i
s
e
 
in 
betriebswirtschaftlicher, 
aktienrechtlicher 
u
n
d
 steuerrechtlicher 
Sicht, 
A
G
 19
7
5
,
 

s. 2
2
5
.
 

(
3
)
V
g
l
•
H
巴
m
,

a. 
a. 
0., S
.
 3
4
4
.
 

経
営
経
済
学
の
対
応

こ
こ
で
は
ま
ず
、
振
替
価
格
な
い
し
清
算
価
格
全
般
の
問
題
に
つ
い
て
、
経
営
経
済
学
の
分
野
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い

前
述
の
よ
う
に
、
企
業
内
部
の
各
部
門
間
で
諸
給
付
が
な
さ
れ
る
場
合
、
こ
れ
ら
に
は
、
あ
る
一
定
の
目
的
に
応
じ
た
価
格
が
設
定
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
価
格
ー
ー
＇
計
算
上
の
価
値
ー
を
測
定
す
る
目
的
と
し
て
、
経
営
経
済
学
の
分
野
で
は
、
伝
統
的
に
以
下
の

(

1

)

 

よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

予
定
さ
れ
た
価
格
と
し
て
の
振
替
価
格
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
全
体
の
製
造
、
販
売
費
用
を
事
前
に
計
算

(
2
)
 

一
部
門
な
ら
び
に
企
業
全
体
の
収
益
計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

経
営
指
揮
を
行
う
に
際
し
て
は
、
振
替
価
格
の
測
定
に
よ
り
、
調
達
の
側
面
で
は
、
あ
る
商
品
に
つ
い
て
外
部
か
ら

購
入
す
る
場
合
と
自
社
部
門
で
生
産
す
る
場
合
の
損
益
を
比
較
し
た
う
え
で
政
策
決
定
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
他
方
、
販
売
の
側
面
で

(

3

)

(

4

)

 

は
、
生
産
計
画
に
つ
い
て
の
合
理
的
な
根
拠
が
提
供
さ
れ
る
。
ま
た
、
投
資
決
定
の
た
め
合
理
的
な
資
料
と
も
な
り
う
る
。

一
定
の
振
替
価
格
に
基
づ
い
て
部
門
別
に
策
定
さ
れ
た
利
益
計
画
と
、
実
際
に
達
成
さ
れ
た
業
績
を
比
較
す
る
こ
と

(
5
)
 

に
よ
り
、
各
部
門
の
有
効
な
業
績
管
理
が
可
能
な
ら
し
め
ら
れ
る
。

実
際
の
企
業
経
営
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
諸
目
的
の
な
か
か
ら
、
主
と
し
て
追
求
さ
れ
て
い
る
目
的
に
従
っ
て
、
振
替
価
格
の
設
定
が

関
法

一五



が
も
た
ら
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
追
求
さ
れ
る
目
的
次
第
で
そ
の
価
格
決
定
基
準
は
変
化
す
る
。
ま
た
、
計
算
主
体
と
な
る
部
門
が
、

原
価
責
任
の
み
を
引
き
受
け
る
原
価
セ
ン
ク
ー

(cost
center)
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、

い
わ
ゆ
る
事
業
部
と
し
て
利
益
責
任
を
引
き

受
け
る
利
益
セ
ン
ク
ー

(profit
center)
、
さ
ら
に
は
投
資
責
任
を
も
引
き
受
け
る
投
資
七
ン
ク
r
(
i
n
v
e
s
t
m
e
n
t
center) 

(
6
)
 

か
と
い
う
こ
と
も
、
価
格
決
定
基
準
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
原
則
的
に
妥
当
し

う
る
も
の
と
し
て
、
学
説
で
は
次
の
よ
う
な
価
格
決
定
基
準
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ひ
と
つ
に
は
、
市
場
価
格
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
対
象
と
な
る
財
貨
・
用
役
に
関
し
て
、
同
様
な
市
場
段
階
、
同
様

な
種
類
の
諸
給
付
に
つ
い
て
の
代
表
的
な
市
場
価
格
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
基
準
に
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
供
給
す

る
部
門
に
お
い
て
節
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
宣
伝
、
販
売
、
運
送
な
ど
の
た
め
の
諸
費
用
は
、
比
較
の
基
準
と
な
る
市
場
価
格
か
ら
控
除

(
7
)
 

す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
原
価
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
さ
ら
に
ふ
た
つ
の
方
法
に
分
け
ら
れ
る
。

総
原
価
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

一
方
は
、
調
達
費
用
を
含
む

こ
の
方
法
に
は
、
予
定
原
価

(
P
l
a
n
k
o
s
t
e
n
)
、
中
期
間
の
標
準
原
価

(
N
o
r
m
a
l
k
o
s
t
e
n
)

な
ど
に
よ
る

場
合
と
、
限
界
原
価

(
G
r
e
n
z
k
o
s
t
e
n
)
、
あ
る
い
は
変
動
費
お
よ
び
こ
れ
ら
と
相
関
的
な
予
定
数
量
も
し
く
は
実
数
量
に
つ
い
て
の
固
定

(
8
)
 

費
総
額
に
よ
る
場
合
が
あ
る
。
も
う
一
方
は
、
販
売
市
湯
に
お
け
る
価
格
か
ら
、
加
工
な
い
し
販
売
機
能
に
伴
う
諸
費
用
を
控
除
し
て
導

(
9
)
 

き
出
さ
れ
る
価
格
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
算
定
さ
れ
る
諸
費
用
に
つ
い
て
は
、
前
者
と
同
様
な
方
法
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

(10) 

一
般
的
に
は
、
資
本
費
用
、
資
本
利
子
、
付
加
利
益
と
い
っ
た
も
の
は
考
慮
さ
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
事
業
部
制
が
採
用
さ
れ
る
場
合
、
各
部
門
に
は
利
益
セ
ソ
ク
ー
な
い
し
投
資
セ
ン
ク
ー
と
し
て
原
価
に
加
算
さ
れ
た
利
益

こ
の
利
益
率
は
、
経
営
者
（
本
部
）
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
市
場
に
お
け
る
競
争

結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
の
規
制

H

一
五
三

（
一
五
三
）

で
あ
る



（
一
五
四
）

結
局
、
独
立
企
業
と
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
市
場
価
格
を
基
準
と
し
て
振
替
価
格
が
決
定
さ
れ
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。

原
価
基
準
の
場
合
の
う
ち
、
資
本
利
子
、
付
加
利
益
等
が
考
慮
さ
れ
な
い
純
粋
な
原
価
計
算
が
な
さ
れ
る
時
は
、
当
該
部
門
は
単
な
る

原
価
セ
ン
ク
ー
と
し
て
の
役
割
し
か
果
た
し
て
お
ら
ず
、
独
立
企
業
の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
原
則
的
に
あ
り
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
清
算
価
格
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
経
営
経
済
学
の
分
野
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ

商
法
等
の
法
的
規
制
が
加
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
の
対
立
が
あ
る
よ
う
で
あ

内
部
振
替
価
格
な
ど
の
設
定
は
、
経
営
上
の
諸
目
的
に
応
じ
て
比
較
的
自
由
に
な
さ
れ
う
る
の
に
対
し
、

コ
ソ
ツ
ェ
ル
ン
清
算
価
格
の

(12) 

場
合
は
、
法
的
諸
規
制
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
に
そ
の
活
動
範
囲
が
狭
く
な
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

ル
ソ
清
算
価
格
自
体
を
個
別
的
な
問
題
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
は
少
な
く
な
り
、
あ
る
い
は
、
振
替
価
格
全
般
の
問
題
に
お
い
て
副
次
的

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
ま
た
、
同
一
の
取
引
行
為
に
つ
い
て
、
法
的
に
許
容
さ
れ
る
コ
ソ
ツ
ェ
ル
ン
清
算
価
格
と
法
的

(13) 

に
独
立
し
て
い
な
い
内
部
部
門
間
の
ご
と
く
に
設
定
さ
れ
た
振
替
価
格
の
両
方
を
用
い
る
、
二
本
立
て
の
措
置
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

比
較
可
能
な
市
場
価
格
が
存
在
し
、
こ
れ
を
基
準
に
し
て
振
替
価
格
が
設
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
法
的
に
許
容
さ
れ
る
コ
ン
ツ

ェ
ル
ン
清
算
価
格
と
一
致
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
市
場
価
格
が
存
在
し
な
い
た
め
に
、
原
価
を
基
準
と
し
な
が
ら
経
営
目

的
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
に
振
替
価
格
が
設
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
は
、
法
的
に
妥
当
な
価
格
と
言
え
る
限
界
を
越
え
て
し
ま
う
可

能
性
が
大
き
い
。
そ
こ
で
、
結
合
企
業
間
の
法
的
な
取
引
規
制
の
手
段
と
し
て
コ
ン
ツ
ェ
ル
ソ
清
算
価
格
を
考
え
る
に
は
、
独
自
の
基
準

る
が
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
見
う
け
ら
れ
る
。

う
か
。
振
替
価
格
一
般
は
、

一
定
の
経
営
目
的
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、

コ
ン
ツ
ェ

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
清
算
価
格
に
は
税
法
、

第
三
一
巻
第
一
号

(11) 

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

関
法

一
五
四



(14) 

を
作
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

一
五
五

(
1
)
V
g
l
.
 R
i
e
b
e
l
/
P
a
u
d
t
k
e
/
N
s
c
h
e
r
l
i
c
h
,
 
V
e
r
r
e
c
h
n
u
n
g
s
p
r
e
i
s
e
 fiir 
Z
w
i
s
c
h
e
n
p
r
o
d
u
k
t
e
,
 O
p
l
a
d
e
n
 
1973, 
S. 
28 £
.
は
、

設
定
す
る
経
営
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
掲
げ
て
い
る
。

vgl.
a
u
c
h
 H
a
h
n
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
343. 

(2)Vgl•Drumm, 

Z
u
 S
t
a
n
d
 
u
n
d
 
P
r
o
b
l
e
m
a
t
i
k
 
d
e
r
 
V
e
r
r
e
c
h
n
u
n
g
s
p
r
e
i
s
b
i
l
d
u
n
g
 
in 
d
e
u
t
s
c
h
g
I
n
d
u
s
t
r
i
e
u
n
t
e
m
e
h
m
u
n
g
e
n
,
 

)
Z
f
b
F
 S
o
n
d
e
r
h
e
f
t
 
2/1973, S. 
94. 

(
3
)
V
 
gl. 
Riebel, 
Rechnugsziele, 
T
y
p
e
n
 
v
o
n
 
V
e
r
a
n
t
w
o
r
t
u
n
g
s
b
e
r
e
i
c
h
e
n
 
u
n
d
 
B
i
l
d
u
n
g
 
v
o
n
 
V
e
r
r
e
c
h
n
u
n
g
e
p
r
e
i
s
e
n
,
 
Z
f
b
F
 

S
o
n
d
e
r
h
e
f
t
 
2/1973, 
S. 
11. 

(
4
)
振
替
価
格
の
測
定
が
投
資
決
定
に
役
立
つ
こ
と
を

R
i
e
b
e
l
は
、
特
に
強
調
し
て
い
る
。

a.
a. 
0., 
S. 
11. 

(
5
)
V
g
l
.
 Schnauffer, 
P
r
o
b
l
e
m
e
 
d
e
r
 
V
e
r
r
e
c
h
n
u
n
g
s
p
r
e
i
s
b
i
l
d
u
n
g
 
in 
d
e
r
 
A
u
t
o
m
o
b
i
l
i
n
d
u
s
t
r
i
e
 
(
D
a
i
m
l
e
r
,
B
e
n
z
 
A
G
)
`
Z
f
b
F
 

S
o
n
d
e
r
h
e
f
t
 
2/1973, S. 
33£. 

(
6
)
V
 
gl. 
Riebel, 
a. 
a. 
0., 
S. 
12£. 

(
7
)
V
g
l
.
 Schulze, 
V
e
r
r
e
c
h
m
u
g
s
p
r
e
i
s
e
 i
m
 d
e
r
 Elektroindustrie 
(
S
i
e
m
e
n
s
 A
G
)
,
N守
F
S
o
n
d
e
r
h
e
f
t
 
2/1973, S. 
53 ff. 
;
 Sc
h
n
a
u
 

g
日
"a.
a. 
0・
こ

s.
3
2
£
.
 

(8)Vgl•Drumm, 

a. 
a. 
0., 
S. 
95 ;
 Schulze, 
a. 
a. 
0., 
S. 
5
4
 f. 

(
9
)
V
 
gl. 
Schulze, 
a. 
a. 
0., 
S. 
5
4
 £.
 

(10)

わ
が
国
の
原
価
計
算
基
準
の
第
一
章
五
「
非
原
価
項
目
」

9
3
に
お
い
て
も
、
他
人
資
本
利
子
に
あ
た
る
支
払
利
息
等
は
、
経
営
目
的
に
関
連

し
な
い
も
の
と
し
て
原
価
に
含
め
ら
れ
な
い
。
な
お
、
岡
本
清
『
原
価
計
算
〔
―
二
訂
版
〕
』
（
昭
和
五
五
年
）
一
八
頁
以
下
参
照
。

(
1
1
)
昭
和
三
五
年
九
月
の
通
産
省
産
業
合
理
化
審
議
会
に
よ
る
「
事
業
部
制
に
よ
る
利
益
管
理
」
答
申
の
第
二
章
3
「
内
部
振
替
価
格
の
決
定
」
で

は
、
「
市
価
基
準
に
基
づ
く
内
部
振
替
価
格
政
策
は
、
一
企
業
に
属
す
る
各
事
業
部
を
あ
た
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
企
業
で
あ
る
か
の
よ
う
な
地

位
に
置
く
」
が
、
原
価
加
算
基
準
に
よ
る
内
部
振
替
価
格
は
、
以
下
の
点
で
区
別
さ
れ
る
と
す
る
。
「
S

こ
の
内
部
振
替
価
格
は
供
給
事
業
部

の
原
価
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

S
そ
の
利
益
率
は
市
場
に
お
け
る
競
争
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
経
営
者
（
本
部
）
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

要
す
る
に
原
価
加
算
基
準
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
部
が
供
給
事
業
部
の
原
価
や
利
益
を
保
障
し
、
あ
る
い
は
そ
の
利
益
を
制
限
す
る
意
図
を
含
ん

結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
の
制
規

9

（
一
五
五
）

振
替
価
格
を



る。

税
法
の
対
応

次
に
、
税
法
の
分
野
の
判
例
・
学
説
が
、

伺

第
三
一
巻
第
一
号

だ
も
の
で
あ
る
。
」
（
傍
点
筆
者
）

(
1
2
)
V
g
l
•
H

巴
m
,

a. 
a. 
0., 
S. 3
4
4
 ff.; 
Schulze,・ 
a. 
a. 
0., 
S. 5
4
 f.
 

(
1
3
)
V
 gl. 
Riebel, 
a. 
a. 
0., 
S. 
1
6
 ;
 D
r
u
m
m
,
 a. 
a. 
0., 
S
 103. 

(
1
4
)
V
g
l
.
 Brezing, 
a. 
a. 
0., 
S. 
2
2
7
.
 

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
清
算
価
格
の
問
題
に
つ
い
て
、

周
知
の
よ
う
に
、
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
税
務
官
庁
の
任
務
は
、
企
業
と
そ
の
構
成
員
の
真
の
所
得
を
把
握
す
る
こ
と
に
あ
り
、
私
法

上
の
妥
当
な
取
引
関
係
を
当
事
者
に
強
制
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
真
の
所
得
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
私
法
上
の
外
見
的
法
形

(
1
)
 

式
に
か
か
わ
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
会
社
が
そ
の
社
員
に
対
し
て
財
貨
等
を
不
当
に
安

い
価
格
で
譲
渡
す
る
と
い
う
よ
う
な
、

い
わ
ゆ
る
隠
れ
た
利
益
配
当
の
事
例
の
場
合
に
は
、
会
社
に
発
生
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
利
益
が
取

引
行
為
に
隠
れ
て
社
員
に
配
当
さ
れ
た
も
の
と
認
定
さ
れ
、
そ
の
利
益
は
課
税
の
対
象
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
社

員
が
自
然
人
で
あ
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
法
人
の
場
合
も
ま
た
理
論
的
に
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
ド
イ
ツ
の
場
合
、
法
人
税

法
一
四
条
に
機
関
会
社

(
O
r
g
a
n
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t)
に
つ
い
て
の
規
定
が
存
在
す
る
た
め
、

す
な
わ
ち
、
結
合
企
業
間
の
取
引
価
格
が
た
と
え
不
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

関
法

に
あ
る

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
を
概
観
す

そ
の
取
り
扱
い
は
必
ず
し
も
単
純
で
は
な
い
。

い
わ
ゆ
る
機
関
関
係

(
O
r
g
a
n
s
c
h
a
f
t
)

湯
合
に
は
、
全
体
と
し
て
税
法
上
は
何
ら
の
問
題
も
生
じ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
あ
る
従
属
会
社
が
支
配
企
業
に
対
し
て
商
品
を
供
給
す
る
に
際
し
、
そ
の
商
品
の
市
場
価
格
は
三
万
マ
ル
ク
で
あ
る
の
に

一
五
六

（
一
五
六
）



資
本
会
社
が
社
員
に
対
し
て
諸
給
付
を
す
る
場
合
も
、
あ
る
い
は
資
本
会
社
が
社

(
7
)
 

員
か
ら
諸
給
付
を
受
領
す
る
場
合
も
、
こ
れ
ら
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
基
準
と
な
る
市
場
価
格
等
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
連
邦
財
政
裁
判
所
は
、
通
例
的
な
価
格
と
か
無
関
係
な
第
一
―
―

結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
の
規
制

9

は
資
本
利
子
（
ぞ
tpital
v
e
r
z
i
n
s
u
n
g
)

に
注
目
し
、

一
五
七

（
一
五
七
）

の
判
例
は
、

こ
の
取
引
に
つ
い
て
税
法
上
の
所
得
調
査
が
な
さ
れ
る
と
す
る
と
、
従
属
会

社
の
所
得
に
は
、
本
来
取
得
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
に
か
か
わ
ら
ず
隠
れ
た
利
益
配
当
が
な
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
部
分
の
二
万
マ
ル
ク

が
加
算
さ
れ
る
。
他
方
、
支
配
企
業
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
機
関
会
社
の
要
件
を
充
足
す
る
な
ら
ば
、
供
与
さ
れ
た
利
益
で
あ
る
二
万
マ

ル
ク
は
税
法
上
非
課
税
と
な
る
受
取
配
当
と
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
、

(
2
)
 

と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
機
関
関
係
に
あ
る
結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
に
つ
い
て
は
、

と
い
っ
た
こ
と
を
問
題
に
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

し
う
る
、

学
説
に
お
い
て
は
、
実
際
に
、
税
法
上
の
機
関
関
係
に
あ
る
会
社
間
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
任
意
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
清
算
価
格
が
成
立

(
3
)
 

と
い
う
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
判
例
は
、
こ
う
し
た
見
解
に
は
従
っ
て
お
ら
ず
、
各
々
の
課
税
主
体
に
つ
い
て
の
所
得
調
査
は
、
常
に
同
じ
諸
規
定
に
従
っ

(
4
)
 

ー
て
別
々
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
立
場
か
ら
取
引
価
格
の
妥
当
性
に
つ
い
て

(
5
)
 

帝
国
財
政
裁
判
所
は
、
当
初
、
種
々
の
取
引
の
う
ち
で
、
商
品
に
つ
い
て
は
市
場
価
格
を
、
そ
の
他
の
諸
給
付
に
つ
い
て
は
通
例
的
な

(
6
)
 

(
U
h
l
i
c
h
)

報
酬
を
、
そ
れ
ぞ
れ
妥
当
性
の
判
断
基
準
と
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
基
準
に
従
い
つ
つ
、
資
本
会
社

(
K
a
p
i
t
a
l
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
)

の
適
切
な
資
本
収
益

(
K
a
p
i
t
a
l
r
e
n
d
i
t
e
)
、
な
い
し

さ
ら
に
、
そ
の
後
の
帝
国
財
政
裁
判
所
お
よ
び
連
邦
財
政
裁
判
所

判
例
が
示
し
て
い
る
諸
基
準
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

そ
の
取
引
価
格
の
妥
当
性

コ
ソ
ツ
ェ
ル
ソ
全
体
の
課
税
所
得
は
調
整
さ
れ
て
、
当
初
と
同
じ
こ

実
際
に
は
一
万
マ
ル
ク
し
か
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
。



当
か
ど
う
か
は
、

(11) 

取
引
価
格
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
時
点
に
つ
い
て
は
、
契
約
の
時
点
と
い
う
こ
と
で
判
例
は
固
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
取
引
価
格
が
妥

一
定
の
具
体
的
な
契
約
関
係
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

め
か
ら
明
ら
か
で
な
い
と
い
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
給
付
と
．
反
対
給
付
を
結
び
つ
け
る
時
間
的
関
連
が
あ
り
、
供
与
さ
れ
た
利
益
が
あ
る

(12) 

給
付
に
対
す
る
反
対
給
付
で
あ
る
と
判
定
で
き
る
明
確
な
約
定
が
な
け
れ
ば
、
対
価
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
契
約
内
容
が
あ

と
か
ら
補
完
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
遡
及
効
は
税
法
上
否
定
さ
れ
、
当
初
の
契
約
内
容
に
従
っ
て
隠
れ
た
利
益
配
当
が
存
在
す
る
か
ど

(13) 

う
か
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(
1
)

前
掲
拙
稿
、
二
六
頁
以
下
参
照
。

(
2
)
V
 
gl. 
Brezing, 
a. 
a. 
0., 
S
.
 
229. 

(
3
)
V
g
l
.
 R
器
ch,
Y
e
r
h
a
n
d
l
u
n
g
e
n
 d
e
s
 49•Dentschen 

Juristen,tags, 
Diisseldorf 
1972, B
a
n
d
 I
 

T
e
i
l
 
G
;
 ders, 
D
e
u
t
s
c
h
e
s
 
K
o
n
,
 

zernrecht, 
5. 
Aufl., 
K
6
l
n
 u
s
w
.
 
1974, 
S
.
 
3
7
4
;
 H
a
h
n
`
a
.
 a. 
0., 
S
.
 
4
3
8
 f. 

(
4
)
B
F
H
,
U
r
t
e
i
l
 v
o
m
 26. 
7. 
1
9
6
7
 
I
 138/65, 
B
S
t
B
l
.
 
Ill 
1967, 
733.

こ
r

つ
し
た
古
士
砺
は
、

を
認
め
て
い
る
点
は
、
注
意
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
取
引
価
格
の
決
定
に
つ
い
て
、
判
例
が
、

第
三
一
巻
第
一
号

西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
結
合
企
業
に
つ
い
て
の

者
に
も
支
払
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
報
酬
な
い
し
そ
う
し
た
第
三
者
か
ら
支
払
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
報
酬
と
い
っ
た
も
の
を
、
判
断
の
基
準
と
な

(
8
)
 

り
う
る
も
の
と
し
て
示
し
て
い
る
。
基
準
と
な
る
市
場
価
格
が
常
に
存
す
る
と
は
限
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合
の
た

め
の
基
準
も
必
要
と
な
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
単
に
妥
当
な
対
価
関
係
と
か
給
付
と
反
対
給
付
の
均
衡
と
い
っ
た
抽
象
的
な
基
準
と
さ
れ

る
場
合
に
は
、
結
局
は
依
拠
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
無
意
味
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、

で
き
る
だ
け
客
観
的
な
対
価
関

(
9
)
 

係
を
知
る
た
め
に
は
、
供
給
者
側
お
よ
び
給
付
受
領
者
側
の
費
用
、
収
益
の
状
態
も
調
査
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

関
法

(10) 

「
業
務
指
揮
者
に
は
一
定
の
商
人
的
判
断
の
裁
量
余
地
が
与
え
ら
れ
て
い
る
」
こ
と

し
た
が
っ
て
、
契
約
上
の
諸
関
係
が
は
じ

一
五
八

（
一
五
八
）



飼

結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
の
規
制

H

課
税
原
則
が
、
連
結
貸
借
対
照
表
上
の
利
益
に
課
税
す
る
と
い
う
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
単
一
課
税
主
義
(
E
i
n
h
e
i
t
s
t
h
e
o
r
i
e
)
で
は
な
く
、
コ
ソ
ッ

ェ
ル
ン
内
の
各
企
業
ご
と
に
損
益
を
計
算
し
て
、
そ
の
結
果
生
じ
た
損
失
を
親
会
社
が
引
き
と
る
と
い
う
、
加
算
主
義
(
Z
u
r
e
c
h
n
u
n
g
s
t
h
e
o
r
i
e
)

で
あ
る
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
企
業
結
合
法
と
税
法
の
関
連
性
に
つ
き
、
河
本
一
郎
「
会
社
法
の
根
本
改

正
と
税
法
の
関
係
」
（
『
租
税
法
と
私
法
（
租
税
法
研
究
第
六
号
）
』
所
収
、
昭
和
五
三
年
）
四
五
頁
以
下
参
照
。

(
5
)
R
F
H
-
U
r
t
e
i
l
 v
o
m
 1
1
.
 
9
.
 
1
9
3
0
 
I
A
 3
9
/
3
0
,
 
RStBI. 1
9
3
0
,
 
6
8
8
;
 
v
o
m
 2
8
.
 
4
.
 
1
9
3
1
 
I
A
 3
3
4
/
3
0
,
 
RStBI. 1
9
3
1
,
 
4
9
3
.
 

(
6
)
R
F
H
-
U
r
t
e
i
l
 v
o
m
 3
0
.
 

10. 1
9
2
8
 
I
A
 3
8
8
/
2
8
,
 
RStBI. 1
9
2
9
,
 
6
5
.
 

(
7
)
R
F
H
-
U
r
t
e
i
l
 v
o
m
 2
6
.
 
2
.
 
1
9
2
9
 
I
A
a
 7
6
8
/
2
8
,
 
RStBI. 1
9
2
9
,
 
3
3
3
;
 
B
F
H
-
U
r
t
e
i
l
 v
o
m
 2
5
.
 
2
.
 
1
9
5
8
 
I
 33
7
/
5
6
,
 
BStBI. 
III 1
9
5
8
,
 

2
2
9
:
く
。
s

3

.

7
.
 
1
9
6
8
 
I
 83
/
6
5
,
 
BStBI. II 1
9
6
9
,
 
1
4
.
 

(
8
)
B
F
H
-
U
r
t
e
i
l
 v
o
m
 2
7
.
 
3
.
 
1
9
6
3
 
I
 9/
6
1
,
 
S
t
R
K
 K
S
t
G
 §
 
6
 
I
 S. 
2
 

R. 7
5
;
 
v
o
m
 2
8
.
 
1
0
.
 
1
9
7
6
 I
V
R
 72
/
7
6
,
 
BStBI. II 1
9
7
7
,
 

73. 

(
9
)
V
 
gl. 
Brezing, 
a. 
a. 
0., 
S. 2
3
0
.
 

(
1
0
)
B
F
H
-
U
r
t
e
i
l
 v
o
m
 1
0
.
 
1. 
1
9
7
3
 
I
R
 1
1
9
/
7
0
,
 
BStBI. 
II 
1
9
7
3
,
 
3
2
2
.
 

~
が
国
I
の
吐
i
kハ
却
ヰ
奉
＊
苺
心
苺
士
ル
ー
四
ー
_
ー
が
、
吐

i人
が
子
今
台
江
等

を
整
理
す
る
場
合
に
損
失
を
負
担
し
、
あ
る
い
は
債
権
を
放
棄
し
た
場
合
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
今
後
よ
り
大
き
な
損
失
を
蒙
る
こ
と
に
な
る
な
ど

の
相
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
負
担
ま
た
は
放
棄
に
よ
り
生
ず
る
損
失
の
額
を
寄
附
金
の
額
に
該
当
し
な
い
も
の
と
し
、
ま
た
、
同
九

ー
四
ー
ニ
が
、
法
人
が
そ
の
子
会
社
等
に
対
し
て
す
る
無
利
息
貸
付
等
に
つ
き
、
業
績
不
振
の
子
会
社
の
倒
産
を
防
止
す
る
た
め
と
い
う
よ
う
な

相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
貸
付
を
正
常
な
取
引
条
件
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
西
ド
イ
ツ
の
判
例
と
同
様

に
、
い
わ
ゆ
る
経
営
上
の
判
断
を
配
慮
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

(
1
1
)
B
F
H
-
U
r
t
e
i
l
 v
o
m
 1
9
.
 
2
.
 
1
9
7
0
 I
R
・
7
4
/
6
7
,
 
BStBI. 
II 
1
9
7
0
,
 
4
4
2
;
 
v
o
m
 2
2
.
 
4
.
 
1
9
7
1
 

I
R
 1
1
4
/
7
0
.
 

BStBI. 
II 
1
9
7
1
,
 

II 
1
9
7
1
,
 

6
0
0
;
 
v
o
m
 1
2
.
 
7
.
 
1
9
7
2
 
I
R
 2
0
3
/
7
0
,
 
BStBI. 
II 
1
9
7
2
,
 
8
0
2
.
 

(
1
2
)
B
F
H
-
U
r
t
e
i
l
 v
o
m
 2
2
.
 
4
.
 
1
9
6
4
 
I
 62
/
6
1
 
U
,
 BStBI. 
III 1

9
6
4
,
 
3
7
0
.
 

(
1
3
)
B
F
H
-
U
r
t
e
i
l
 v
o
m
 1
2
.
 

10. 1
9
6
5
 
I
 37
 
/
6
3
,
 StR•K 

K
S
t
G
 §
 

6
 
I
 S. 2
 
R
.
 1
1
1
.
 

株
式
法
の
対
応

一
五
九

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
清
算
価
格
の
問
題
に
つ
い
て
、
経
営
経
済
学
や
税
法
の
分
野
で
以
上
の
よ
う
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
参
考
に

（
一
五
九
）



第
三
一
巻
第
一
号

し
な
が
ら
、
以
下
で
は
、
株
式
法
に
お
け
る
対
応
の
し
か
た
を
検
討
す
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
西
ド
イ
ツ
一
九
六
五
年
株
式
法
は
、
二
九
一
条
以
下
に
企
業
結
合
に
関
す
る
規
定
を
設
け
、
従
属
的
な
株
式
会
社
に

対
す
る
支
配
企
業
の
諸
影
響
か
ら
局
外
株
主
を
保
護
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
ふ
た
つ
の
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。

ひ
と
つ
は
、
支
配
契
約
あ
る
い
は
利
益
供
出
契
約
が
締
結
さ
れ
る
場
合
に
は
、
被
支
配
会
社
の
局
外
株
主
は
、
株
式
を
他
に
譲
渡
し
て

会
社
か
ら
脱
退
す
る
ほ
か
に
、
株
式
法
一
―

10四
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
補
償

(
A
u
s
g
l
e
i
c
h
)
、
あ
る
い
は
三

0
五
条
に
よ
る
代
償

(
A
b
f
i
n
d
u
n
g
)
 

ツ
ェ
ル
ソ
の
場
合
に
は
、
そ
の
中
心
的
な
規
制
手
段
と
し
て
、
従
属
報
告
書

(
A
b
h
a
n
g
i
g
k
e
i
t
s
b
e
r
i
c
h
t
)

規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
従
属
報
告
書
に
お
い
て
、
従
属
会
社
の
取
締
役
は
会
社
と
結
合
企
業
と
の
諸
関
係
に
つ
い
て
報
告
す

る
義
務
を
負
い
、
従
属
会
社
に
不
利
益
が
あ
る
時
は
、
支
配
企
業
は
こ
れ
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
(
-
=
―
一
条
）
。

本
稿
と
の
関
係
で
は
、
前
者
の
場
合
は
、
結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
を
問
題
に
し
て
そ
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
根
拠
が
欠
け
て
い
る
。

と
い
う
の
は
、
株
式
法
二
九
一
条
三
項
が
五
七
条
、
五
八
条
、
六

0
条
の
適
用
を
排
除
し
て
い
る
た
め
出
資
払
戻
禁
止
の
問
題
は
生
ぜ
ず
、

ま
た
、
従
属
会
社
に
生
ず
る
損
失
は
支
配
企
業
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
-
―

1
0二
条
一
項
）
。

れ
に
対
し
て
、
後
者
の
場
合
は
、
従
属
報
告
書
に
記
載
す
る
に
あ
た
っ
て
ま
ず
当
該
取
引
行
為
の
妥
当
性
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け

(
2
)
 

で
あ
り
、
本
稿
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
。

(
3
)
 

以
前
、
拙
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
事
実
上
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ソ
の
場
合
に
不
利
益
と
さ
れ
る
対
象
と
出
資
払
戻
禁
止
の
原
則
、

と
り
わ
け
隠
れ
た
利
益
配
当
と
い
う
概
念
に
よ
る
規
制
対
象
と
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
に
お

け
る
対
価
関
係
そ
の
も
の
を
問
題
に
す
る
時
は
、
両
者
の
規
制
方
法
は
基
本
的
に
は
一
．
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
で
は
こ
う
し

関
法

の
い
ず
れ
か
の
道
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、

こ

の
制
度
が
一
―
―
―
二
条
以
下
に

J

の
よ
う
な
契
約
関
係
に
は
な
い
い
わ
ゆ
る
事
実
上
の
コ
ン

一
六
〇

（
一
六
0
)



結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
の
規
制
け

ペ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

一六

（
一
六
一
）

い
わ
ゆ
る
隠
れ
た
利
益

事
実
上
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
つ
い
て
株
式
法
三
―
二
条
以
下
の
従
属
報
告
書
に
関
す
る
諸
規
定
を
適
用
す
る
に
際
し
て
は
、
次
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
川
従
属
会
社
は
株
式
会
社
も
し
く
は
株
式
合
資
会
社

(
K
G
a
A
)

圃
支
配
企
業
は
任
意
の
法
形
態
、

一
七
条
に
従
い
、
支
配
企
業
が
従
属
会
社
に
対
し
て
直
接
的
で
あ
れ
問
接
的
で
あ
れ
支
配
的
影
響
を
行
使
で
き
る
場
合
ー
潜
在
的
な
影

響
で
十
分
で
あ
る
ー
に
認
め
ら
れ
、

ま
た
、
過
半
数
所
有
は
従
属
性
の
存
在
を
推
定
す
る
根
拠
と
な
る
が
（
一
七
条
二
項
）
、

(
4
)
 

も
過
半
数
所
有
を
必
要
と
せ
ず
、
何
ら
の
株
式
所
有
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
従
属
性
は
存
在
し
う
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
諸
要
件
を
満
た
す
事
実
上
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
た
る
結
合
企
業
間
の
法
律
行
為
、
措
置
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ

そ
の
法
律
行
為
を
為
し
、

ま
た
は
措
置
を
行
い
も
し
く
は
行
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」

結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
も
、
当
然
に
右
の
墓
準
に
依
拠
し
て
妥
当
性
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
問
題
は
、

的
な
基
準
を
具
体
的
な
事
例
に
適
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

れ
ら
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
基
準
と
な
る
の
は
、
条
文
上
は
、

こ
の
よ
う
な
抽
象

ど
の
よ
う
な
形
で
定
式
化
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

ま
ず
、
前
述
の
隠
れ
た
利
益
配
当
と
の
関
連
性
が
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ビ
ー
デ
ン
コ
ッ
プ
フ
／
コ
ッ

「
さ
し
あ
た
り
…
…
判
例
お
よ
び
学
説
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
た
、

配
当
に
つ
い
て
諸
原
則
に
依
拠
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
」
「
そ
し
て
、
隠
れ
た
利
益
配
当
の
諸
要
件
の
ほ
と
ん
ど
は
、
税
法
の
領
域
で

発
展
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
…
…
こ
れ
ら
の
諸
要
件
と
株
式
法
三
―
一
条
以
下
の
意
味
で
の
『
不
利
益

(
N
a
c
h
t
e
i
l
)
』
の
諸
要
件

（
三
一
七
条
二
項
）
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
従
属
的
で
な
い
会
社
の
通
常
か
つ
誠
実
な
業
務
指
揮
者
で
あ
っ
て
も
、

必
ず
し

一
項
）
、

〔

I
〕

判
断
基
準

た
視
点
に
立
っ
て
検
討
を
進
め
る
。

そ
し
て
、
圃
両
者
の
間
に
従
属
性
が
存
在
す
る
こ
と
、

の
法
形
態
の
会
社
（
三
―
一
条

で
あ
る
。
こ
の
従
属
性
は
、
株
式
法



b
 

a
 

よ
う
な
諸
基
準
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
般
的
に
な
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
現
実
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
実
際

コ
ン
ツ
ェ
ル
ソ
内
部
で
の
諸
供
給
の
場
合
に
は
、
販

J

の
市
場
価
格
は
、
当
該
取
引
の
具
体
的

第
三
一
巻
第
一
号

関
法

(
6
)
 

は
一
致
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
他
の
学
説
も
、
原
則
的
に
は
同
様
な
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
他
方
、
三
―
一
条
以
下
の
意
味
の
『
不

利
益
』
と
隠
れ
た
利
益
配
当
と
の
間
に
は
大
き
な
相
違
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
従
属
会
社
が
、

い
ま
だ
自
ら
の
処

分
範
囲
に
入
っ
て
い
な
い
、
す
べ
て
の
者
に
開
か
れ
て
い
る
機
会
を
、
上
位
会
社
の
た
め
に
追
求
、
利
用
し
な
い
こ
と
は
、
確
か
に
一
―
―
―(

7
)
 

一
条
所
定
の
補
償
さ
れ
る
べ
き
『
不
利
益
』
に
該
当
す
る
が
、
隠
れ
た
利
益
配
当
を
認
定
す
る
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
両
者
の
守
備
範
囲
の
こ
う
し
た
相
違
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
取
引
行
為
そ
の
も
の
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
場
合
に
は
、
両
者
は

や
は
り
同
様
な
諸
基
準
に
依
拠
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
あ
る
取
引
行
為
が
妥
当
な
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
究
極
的
に
は

こ
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ソ
清
算
価
格
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
諸
基
準
と
し
て
、
経
営
経
済
学
の
類
型
化
と
同
様
に
株
式
法
の
分
野
で
も
次
の

(
8
)
 

ま
ず
第
一
に
推
奨
さ
れ
て
い
る
の
は
、
市
場
価
格
と
の
比
較
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
基
準
と
な
る
市
場
価
格
を
得
る
に
際
し
て
は
、

(
9
)
 

引
渡
条
件
、
引
渡
量
、
支
払
条
件
等
の
類
似
性
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

な
諸
条
件
を
考
慮
し
て
修
正
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
「
（
比
較
の
対
象
と
な
る
）
市
場
価
格
は
、

合
に
の
み
従
属
会
社
に
発
生
す
る
、
そ
の
費
用
分
だ
け
控
除
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
外
部
へ
供
給
す
る
場

売
機
構
、
宣
伝
、
代
理
店
訪
問
、
取
次
料
、
旅
費
、
包
装
お
よ
び
運
送
の
た
め
の
諸
費
用
は
、
わ
ず
か
な
も
の
か
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
発

(10) 

生
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
諸
費
用
の
控
除
は
、

(11) 

費
用
分
に
つ
い
て
だ
け
許
さ
れ
る
。

基
準
と
な
る
市
場
価
格
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
下
限
価
格
基
準
と
し
て
、
製
造
原
価
の
み
な
ら
ず
、
販
売
費
、

給
付
と
反
対
給
付
の
対
価
関
係
の
問
題
に
帰
着
し
、

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
清
算
価
格
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

一六

（
一
六
二
）



結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
の
規
制

H

さ
ら
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。

一六

（
一
六
三
）

さ
ら
に
資
本
利
子
を
も
含
む
総
原
価
が
考
慮
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
売
り
手
は
、
長
期
的
に
は
、
少
な
く
と
も
か
か
る
価
格
を

(12) 

要
求
す
る
か
ら
で
あ
る
。

上
限
価
格
基
準
と
し
て
は
、
購
入
者
側
に
お
け
る
再
販
売
価
格
か
ら
、
購
入
者
に
お
い
て
要
し
た
加
工
、
販
売
な
ど
の
諸
費
用
を

(13) 

控
除
し
た
価
格
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
は
そ
れ
ぞ
れ
、
市
場
価
格
法
（
非
関
連
会
社
価
格
比
準
法
）
、

(
M
)
 

原
価
加
算
法
ー
ー
、
そ
し
て
再
販
売
価
格
法
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
類
型
的
に
は
前
述
の
経
営
経
済
学
の
場
合
と
一
致
す
る
。
し
か

し
、
経
営
経
済
学
の
分
野
で
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
い
資
本
利
子
が
強
調
さ
れ
る
の
は
、
税
法
に
お
け
る
と
同
様
、
法
的
に
独
立
す

(15) 

る
企
業
と
し
て
の
性
格
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
記
の
諸
基
準
は
、
相
互
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
今
ま
で
し
ば
し
ば
参
照
し

て
い
る
リ
ヒ
ャ
ル
ト
の
文
献
に
お
い
て
は
、
「
『
妥
当
な
』
価
格
は
、
操
業
状
態
に
対
応
し
て
、
市
場
価
格
と
変
動
す
る
原
価
の
間
の
な
か

(16) 

に
存
し
う
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
比
較
の
基
準
と
な
る
市
場
価
格
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
限
り
、
こ
れ
は
、
判
断
基
準
の
上

限
な
い
し
下
限
の
一
方
を
示
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
唯
一
の
基
準
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
市
場
価
格
を
見
い

(17) 

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
こ
そ
、
原
価
を
用
い
た
基
準
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

判
断
基
準
の
具
体
的
問
題

比
較
し
う
る
市
場
価
格
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
問
題
の
解
決
は
割
合
に
容
易
で
あ
る
が
、
原
価
に
依
拠
す
る
場
合
は
、

た
と
え
ば
、
下
限
価
格
基
準
を
形
成
す
る
原
価
法
に
お
い
て
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
の
下
限
価
格
を
さ
ら
に
下
ま
わ
っ
て
、
総
原
価

〔

II〕 c
 

般
管
理
費
、

原
価
法
ー
適
当
な
利
潤
マ
ー
ク
・
ア
ッ
プ
分
を
加
え
る
場
合
は



以
上
の
よ
う
に
、

第
＝
二
巻
第
一
号

全
体
の
収
益
、
す
な
わ
ち
、

あ
る
い
は
一
部
期
間
に
お
い
て
原
価
の
ど
の
部
分
が
填
補
さ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、

(19) 

い
か
な
る
損
失
が
乗
り
越
え
ら
れ
う
る
か
と
い
う
経
営
財
務
の
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

一
致
し
た

を
填
補
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
市
場
開
拓
の
た
め
の
一
定
期
間
の
大
幅
な
安
売
り
な
ど
が
、
こ
れ
に
あ
た
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、

そ
う
し
た
価
格
政
策
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
期
的
に
は
総
原
価
の
填
補
な
ら
び
に
適
切
な
利
潤
を
保
障
す
る
よ
う
な
、
そ
の
後
の
超

(18) 

過
利
潤
が
予
測
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
、
た
と
え
ば
変
動
費
を
各
々
の
一
部
期
問
の
価
格

の
下
限
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
取
り
扱
い
に
は
、
何
ら
合
理
的
な
根
拠
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
場
合
は
、
固
定
費
と
変
動
費
の
区
別
、

一
定
の
長
さ
の
期
間

こ
の
よ
う
な
考
慮
は
、
従
属
会
社
が
、
そ
の
売
上
高
全
部
で
は
な
い
に
し
て
も
、
売
上
高
の
主
要
な
部
分
を
支
配
企
業
な
い
し
そ
の
他

の
結
合
企
業
に
対
し
て
供
給
し
て
い
る
場
合
を
、
主
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
来
的
に
は
市
場
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
時
お

り
株
式
法
に
所
定
の
報
告
義
務
を
伴
う
取
引
が
生
ず
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
お
い
て
、

っ
た
こ
と
は
、

た
と
え
ば
変
動
費
の
み
の
価
格
で
供
給
す
る
と
い

そ
の
変
動
費
が
限
界
費
用
と
し
て
収
益
に
貢
献
し
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
な

一
般
に
、
通
常
か
つ
誠
実
な
業
務
指
揮
者
は
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
条
件
で
取
引
行
為
を
行
う
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ

ぜ
な
ら
、

(20) 
る
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
う
し
た
取
引
が
得
意
先
へ
の
特
別
割
引
と
い
う
形
で
第
三
者
と
の
間
で
も
行
わ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ

(21) 

れ
は
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
割
引
も
、
固
定
費
の
填
補
の
一
時
的
放
棄
と
い
っ
た
問
題
と
は
別
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
前
述
の
税
法
の
判
例
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
会
社
に
固
有
の
資
本
収
益
に
つ
い
て
は
、
株
式
法
に
お
い
て
も
当
然
に
考

慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
加
算
す
べ
き
適
切
な
資
本
収
益
の
算
定
が
難
し
い
も
の
で
あ
る
た
め
、

(22) 

見
解
は
な
い
。 関

法

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
清
算
価
格
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
基
準
は
、
比
較
し
う
る
市
場
価
格
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
場

一
六
四

（
一
六
四
）



結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
の
規
制

H

補
償
に
つ
い
て
、

一
六
五

（
一
六
五
）

「
そ
の
利
益
が
契
約
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
、

「
一
定

れ
に
よ
る
不
利
益
が
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

合
は
別
と
し
て
、
上
限
価
格
と
下
限
価
格
と
の
問
で
一
定
値
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
困
難
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
、

(23) 

そ
の
限
界
の
間
に
妥
当
な
反
対
給
付
が
存
在
し
う
る
」

学
説
に
お
い
て
は
、
「
一
定
の
限
界
を
確
定
す
る
こ
と
だ
け
が
可
能
な
の
で
あ
り
、

と
い
う
こ
と
で
一
応
の
見
解
の
一
致
を
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
『
妥
当
な
』
価
格
は
、
し
ば
し
ば
あ
る
帯
域

(
B
a
n
d
b
r
e
i
t
e
)

で
も
っ

(24) 

て
示
さ
れ
う
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
一
定
の
幅
を
持
つ
帯
域
と
い
う
概
念
を
採
用
す
る
場
合
に

は
、
こ
の
帯
域
の
範
囲
内
に
あ
る
す
ぺ
て
の
地
点
の
コ
ソ
ツ
ェ
ル
ン
清
算
価
格
が
妥
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

(25) 

て
、
法
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
排
除
さ
れ
る
。

そ
の
他
の
問
題

コ
ン
ツ
ェ
ル
ソ
清
算
価
格
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
時
点
に
つ
い
て
、
株
式
法
三
―
二
条
三
項
は
、

は
措
置
が
行
わ
れ
も
し
く
は
行
わ
れ
ず
に
い
た
時
点
に
お
い
て
取
締
役
に
知
ら
れ
た
事
情
に
よ
り
、
」

反
対
給
付
の
妥
当
性
な
い
し
は
こ

(26) 

こ
れ
は
、
隠
れ
た
利
益
配
当
に
つ
い
て
の
判
断
の
時
点
と
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
従
属
会
社
に
不
利
益
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
同
価
値
の
利
益
に
よ
る
補
償
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

一
九
六
五
年
株
式
法
の
政
府
草
案
理
由
書
は
、
一
―

1
0
0条
二
項
（
現
行
三
―
一
条
二
項
）
に
関
す
る
部
分
で
、

期
間
ー
—
た
と
え
ば
そ
の
営
業
年
度
ー
|
'
内
の
利
益
に
よ
る
不
利
益
の
補
償
を
排
除
」
し
、

な
ら
び
に
そ
の
契
約
が
不
利
益
な
法
律
行
為
ま
た
は
不
利
益
な
措
置
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
そ
れ
が
た
め
に
こ
れ
ら
の
も
の
が
経
済

（力）

的
に
一
個
の
行
為
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
」
を
必
要
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
成
立
し
た
条
文
は
、
不
利
益
と
こ
れ
を
補
償
す
る
利

益
の
密
接
な
関
連
性
を
要
求
し
．
て
お
ら
ず
、
不
利
益
と
利
益
が
個
別
的
に
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、

(28) 

勘
定
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
て
、
最
終
的
に
不
利
益
が
補
償
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
補
償
は
、
原
則
的
に

一
種
の
交
互
計
算

〔

III〕

「
そ
の
法
律
行
為
が
な
さ
れ
、
ま
た

し
た
が
っ



は
当
該
営
業
年
度
に
お
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
営
業
年
度
の
終
わ
り
に
、

さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
契
約
を
も
っ
て
約
束
さ
れ
て
い
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
三
―
一
条
二
項
）
。

こ
れ
に
対
し
、
結
合
企
業
間
の
取
引
行
為
に
つ
い
て
、
出
資
払
戻
禁
止
の
原
則
の
側
面
か
ら
取
引
価
格
が
不
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
特
別
利
益
と
し
て
供
与
さ
れ
た
部
分
は
、
隠
れ
た
利
益
配
当
と
し
て
株
式
法
六
二
条
所
定
の
返
還
請
求
の
対
象
と
さ
れ
る
の

(
1
)

詳
し
く
は
、
西
尾
幸
夫
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ソ
規
整
の
方
法
と
そ
の
問
題
点
」
民
商
法
雑
誌
七
六
巻
三
号
・
四
号
、
吉
見
研
次
「
ド
イ
ッ
法
に
お
け

る
局
外
株
主
の
代
償
」
法
学
雑
誌
二
三
巻
一
号
・
ニ
号
、
他
参
照
。

(
2
)

な
お
、
事
実
上
の
コ
ソ
ツ
ェ
ル
ン
に
出
資
払
戻
禁
止
の
原
則
の
適
用
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ソ
利
益
を
こ
の
原
則
に
優
先

さ
せ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

V
gl. 
B
i
e
d
e
n
k
o
p
f
/
K
o
p
p
e
n
s
t
e
i
n
e
r
 
i
n
"
K
6
l
n
e
r
 
K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
m
 

Aktiengesetz, 
K
6
1
n
 u
s
w
.
 
1971, §
 

3
1
1
 R
d
n
r
.
 1
8
 ;
 D6Ilerer, 
F
r
a
g
e
n
 
d
e
r
 
v
e
r
d
e
c
k
t
e
n
 G
e
w
i
n
n
a
u

器

c
h
i
i
t
t
~
n
g

d
e
r
 
A
k
t
i
e
n
g
e
,
 

sellschaft, 
B
B
 1967, 
S. 
1437.ff.; 
S
o
n
n
e
n
s
c
h
e
i
n
,
 
O
r
g
a
n
s
c
h
a
f
t
 
u
n
d
 
Konzerngesellschaft, 
B
a
d
e
n
,
B
a
d
e
n
 
1976, 
S. 
3
8
7
 ff. 
;
 

E
m
m
e
r
i
c
h
/
S
o
n
n
e
n
s
c
h
e
i
n
,
 K
o
n
z
e
r
n
r
e
c
h
t
,
 
2
 Aull., 
M
i
i
n
c
h
e
n
 1977, 
S. 
215. 

(
3
)

前
掲
拙
稿
、
三
二
頁
参
照
。

(
4
)
V
 
g
 
I. 
W
 iirdinger in"Aktiengesetz•GroBkommentar, 

3. 
Aull., 
Berlin 
1970, §
 

1
7
 A
n
m
.
 7
 u
n
d
 8
;
 B
i
e
d
e
n
k
o
p
f
/
K
o
p
p
e
n
,
 

steiner, 
a. 
a. 
0., §
 

1
7
 R
d
n
r
.
 
17. 

(
5
)
B
i
e
d
e
n
k
o
p
f
/
K
o
p
p
e
n
s
t
e
i
n
e
r
`
a
.
 a. 
0., §
 

3
1
7
 R
d
n
r
.
 17. 

(
6
)
E
b
e
n
d
a
.
 

(
7
)
V
g
l
.
 U
e
c
k
e
r
,
 D
e
r
 Vorteils-Nachteils,Ausgleich i
m
 
Abhiingigkeitsbericht•Kriterien 

d
e
r
 
v
e
r
d
e
c
k
t
e
n
 
Gewinnausschiit, 

t
u
n
g
 als 
L
6
s
u
n
g
s
w
e
g
,
 Diisseldorf 
1972, 
S. 
1
1
1
 ;
 Richardt, 

Der・ 
aktienrechtliche 
Abhiingigkeitsbericht 
u
n
t
e
r
 
6
k
o
n
o
m
i
s
,
 

c
h
e
n
 A
s
p
e
k
t
e
n
,
 W
i
e
s
b
a
d
e
n
 1974, 
S. 
1
0
1
 f.; 
D6Ilerer, 
a. 
a. 
0., 
S. 
1439. 

(
8
)
V
g
l
.
 
A
d
l
e
r
/
D
i
i
r
i
n
g
/
S
c
h
m
a
l
t
z
,
 
R
e
c
h
n
u
n
g
s
l
e
g
u
n
g
 
u
n
d
 
Priifung 
cler Aktiengesellschaft•Handkommentar 

B
d
.
 I
,
 

4. 

で
あ
っ
て
、
上
述
の
不
利
益
の
補
償
と
は
意
味
が
異
な
る
わ
け
で
あ
る
。

関
法
第
三
一
巻
第
一
号

い
つ
い
か
な
る
利
益
に
よ
っ
て
不
利
益
が
補
償

一
六
六

（
一
六
六
）



結
合
企
業
間
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取
引
行
為
の
規
制
日

一
六
七

（
一
六
七
）

Aull., 
Stuttgart 1
9
6
8
,
 §
 

3
1
1
 
T
z
 3
8
.
 

(
9
)
V
g
l
.
 Richardt, 
a. 
a. 
0., 
S. 
6
9
.
 

(
1
0
)
R
i
c
h
a
r
d
t
,
 a. 
a. 
0., 
S. 7
5
 f. 

(
1
1
)
V
g
l
.
 Brezing, 
a. 
a. 
0., 
S. 
2
2
7
.
 

(
1
2
)
V
g
l
.
 Richardt, 
a. 
a. 
0., 
S. 
8
5
 £.
,
 

S. 
9
8
 £
.
;
 

B
i
e
d
e
n
k
o
p
f
/
K
o
p
p
e
n
s
t
e
i
n
e
r
,
 a. 
a. 
0., §

 

3
1
1
 
R
d
n
r
.
 2
2
.
 

(
1
3
)
V
 gl. 
Richardt, 
a. 
a. 
0., 
S. 9
1
.
,
 
S. 9
8
 £.
 

(14)

こ
の
利
潤
マ
ー
ク
・
ア
ッ
プ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

O
E
C
D
の
報
告
書
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
の
適
正
価
格
に
関
す
る
）
が
指
摘

し
て
い
る
問
題
点
が
大
い
に
参
考
に
な
る
。

T
r
a
n
s
f
e
r
Pricing a
n
d
 Multinational Ennterprises, 
R
e
p
o
r
t
 
of 
the 
O
E
C
D
 C
o
m
m
i
t
e
e
 

o
n
 Fiscal 
Affairs, 
Paris 1
9
7
9
.

邦
訳
「
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
と
多
国
籍
企
業
」
（
関
西
大
学
経
済
・
政
治
研
究
所
多
国
籍
企

業
研
究
班
（
竹
本
他
）
訳
、
昭
和
五
五
年
）
二
四
頁
以
下
参
照
。

(
1
5
)
V
g
l
.
 Richardt, 
a. 
a. 
0., 
S. 
9
8
 £.
 

(
1
6
)
R
i
c
h
a
r
d
t
,
 a. 
a. 
0., 
S. 7
4
.
 

(
1
7
)
V
g
l
.
 Brezing, 
a. 
a. 
0., 
S. 2
2
8
.
 

(
1
8
)
V
g
l
.
 Richardt, 
a. 
a. 
0., 
S. 
8
5
 £.
 

(
1
9
)
V
g
l
.
 Richardt, 
a. 
a. 
0., 8
5
 £
.
;
 

Brezing, 
a. 
a. 
0., 
S. 
2
2
8
.
 

(
2
0
)
V
g
l
.
 Richardt, 
a. 
a. 
0., 
S. 9
3
.
 

(
2
1
)
V
g
l
.
 Brezing, 
a. 
a. 
0., 
S. 2
2
8
.
 

(22)

な
お
、
一
説
に
は
、
支
配
企
業
が
自
ら
の
資
本
収
益
を
同
業
種
の
標
準
的
な
基
準
以
下
に
下
げ
る
こ
と
な
く
し
て
、
ど
の
程
度
の
対
価
を
支
払

う
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
方
向
か
ら
加
算
す
べ
き
資
本
収
益
を
算
定
す
る
方
法
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

V
g
l
.
Richardt, 
a. 
a. 
0., 
9
4
 ff. 

(
2
3
)
B
i
e
d
e
n
k
o
p
f
/
K
o
p
p
e
n
s
t
e
i
n
e
r
,
 a. 
a. 
0., §
 

3
1
1
 
R
d
n
r
.
 2
2
.
 

(
2
4
)
R
i
c
h
a
r
d
t
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
8
5
.

こ
れ
に
対
し
、

U
e
c
k
e
r

は
、
同
様
に
帯
域
と
い
う
形
で
示
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
さ
ら

に
、
「
調
査
さ
れ
た
帯
域
の
範
囲
内
で
平
均
値
を
決
定
す
る
こ
と
が
体
系
的
に
正
し
い
」

(a.
a. 
0., 
S
.
 
1
3
1
)

と
す
る
。
し
か
し
、
本
文
で
以

下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
見
解
は
、
「
帯
域
」
と
い
う
概
念
を
誤
解
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



(25)

ア
メ
リ
カ
法
を
素
材
に
し
な
が
ら
、
コ
ソ
ツ
ェ
ル
ン
消
算
価
格
の
問
題
を
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
し
て
お
ら
れ
る
江
頭
助
教
授
が
、
「
原
価
に
基

づ
い
て
定
ま
る
そ
の
上
限
と
下
限
の
中
問
で
、
公
正
な
一
定
値
を
い
か
に
決
定
す
る
か
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
帯
域
と
い
う
考
え
方
を
と

ら
れ
な
い
よ
う
で
も
あ
る
が
、
現
在
も
連
載
中
の
論
文
で
あ
り
、
定
か
で
は
な
い
。
前
掲
、
法
学
協
会
雑
誌
九
七
巻
九
号
―
二
四

0
頁
参
照
。

(26)Vgl•D6llger, 

a. 
a. 
0., 
S
.
 
1
4
4
6
.
 

（切）

V
g
l
.
R
i
c
h
a
r
d
t
,
 
a. 
a. 
0., 
S
.
 
4
9
 f.
 

(
2
8
)
V
g
l
.
 R
i
c
h
a
r
d
t
,
 
a. 
a. 
0., 
S
.
 
5
0
.
 

関
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一
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六
八
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〔
未
完
〕




